
第 2 等 財 辛  努 ギ 許 科 一学 習 才旨 瑳誰 蕪

日 時  平成15年 9月90日 (火)第 5枚陪

学 級  2年 B純 (男子]6名、女子15名、計91名)

授業者 小田中 美奈子

1 単 元名 3章  1次 関数

単元について

(1)教 材観

第 1学年では、具体的な事象における工つの数量の変化や対応を調べ、比例 !反比例の関係に

ついて考察している。そこでは、そ変数と変域や座標につぃて理解するとともに、比例 。反比例の

関係を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴について学習している。

第2学年では、それらを発展させ、基本的な関数関係の代表的なものとして、 1次 関数につい

て考察するど!同時に、変化の割合に着目するなど、文字式によって関数をより深く学習する入り

甲ともなっている。ま■、2元 1次方程式4 x ttb ytt C=oを 、変数xの 値が決まれば、yの

悼が■だ■つ決まることから、2つの変数xと yの 関数関係を表す式と見ることが取り上げられ

る。、このような見方を通して、方程式と関数が統合的に理解され、さらに連立方程式や2次 関数

などの理解へと発展していくものと考える。                ■    !

具体的な事象の中から1次関数を見いだし、その関数関係を利用して問題解決を図つていくこ

とが1次関数の指導の最終的な目標である。特に、グラフを利用すると問題解決が容易になる体

験を通して、グラフの有用性を理解させることができると考える。

(2)生 徒観          ヽ             .

男子は活発な生徒が多く、女子はややおとなしいクラスである。全体的に、自分の力で問題を

解決しようとする生徒が多いが、周りとコミュニケ‐ションをとらないために、わからないとこ

ろをそのままにしたり、途中であきらめてしまう生徒も見受けられる。    i  !

単元に入る前に行つた事前テストによれば、比例関係を表に表すことはできるが、グラフや式

に表すことは困難な生徒が多い。特に、グラフや条件から式を求めることができた生徒は約4割

程度である。テス ト後の生徒の反応などから、全体的に比例 ・反比例の学習に対して苦手意識を

もっている生徒が多いことがうかがえた。

◇事前テス トの結果◇ (平成 15年 8月 実施)

番号 出 題 内 容 正答率

1
① y=2xの 表 97括

② y=2xの グラフ 58%

2
① グラフから式を求める (y=2/3x) 29%

② グラフから式を求める (y=一 x) Ｗ
カ

3

① 条件から式を求める 39射

② xの 値に対するyの 値 29%

③ xの 変域に対するyの 変域 23%



(3)指 導観

関数の指導においては、形式的な指導に流されることなく、具体的な事象を通して関数の考察

を行うことが大切であると考える。また、その問題解決において、次の3つ の事柄について学習

することにより、関数の考え方を一層仲ばすことができると考える。
・ 依 存関係に著目すること

,関 数関係を見つけたり、用いたりすること

い 関 数関係を表、式、グラフに表現すること

このような学習を通して、変数間の対応や変化の仕方を知ることによって、物事の理解が深め

られたり、問題解決が容易になったりする。このことがわかると関数の考えのよさがわかり、そ

れを用いる意義も出てくるものと考える。

問題解決においては、自力解決が前提になると考える。そのために課題把握の段階では、集団

内のコミュニケーションを重視し、生徒個々が主体的に課題を追求していくためにも、課題は何

か、その解決に必要なものは何かを十分に把握させたうえで自力解決できるよう支援していきた

い。併せて、解決の手段となるべきものは十分に理解させ、生徒自身がそれを活用できるょう指

導していきたい。特に、関数関係をグラフや式に表すことは、問題解決の有効な手段である。

事前テス トによるとtグ ラフや式に表現できる生徒が少ないことから、事前の回復指導をもと

tに、単元全体を通して丁寧に指導していく必要がある。また、なぜ数学を学ばなければならない

のかと疑間に感じている生徒も少なくないことから、身の周りの具体的な事象の中から関数関係

にあるものを取り上げ、その有用性を感じられるよう指導していきたぃ。

3 単 元の目標

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、ユ次関

数について理解するとともに、関数関係を見いだし、表現し考察できるようにする。

・事象の中にある1次関数を見いだし、表現できるようにする。

・表、式、グラフを用いて 1次関数の特徴を調べることができるようにする。

よ具体的な事象の考察に、 1次 関数を活用することができるようにする。

・関数的な見方や考え方で、2元 1次方程式を見直すことができるようにする。

4 単 元の観点別評価目標

関心 ・意欲 ・態度 数学的な見方 ・考え方 表現 '処理 知識 ,理解

具体 的な事 象 の中

か ら二 つの数量 を取

り出し、変化や対応を

調べることを通して、

関数関係 を見 いだ 1ノ

表現 し考察 した りす

るなど、数学的活動の

楽 しさを知 り、関数の

考 え を意欲的 に具体

的な問題の解 決 に活

用 しようとする。

変化や対応 につい

ての見方や考え方 を

深め、事象を数理的に

とらえ、見通しをもち

論理的に考察す るこ

とができる。

数量の関係 をグラ

フや 2元 1次 方程式

で表し処理したり、関

数関係を的離に表現

した りすることがで

きる。

1次 関数の変化の

害J合とグラフの特徴
を理解している。



15
単元 の指 導計画 平価計画

‖寺 学習日標 重点評価朔準
判断基準

十分満足できる 概'a満足できる
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のつまずきの手立て

図や絵を利用し
ながら、変化の様
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えさせ、表をつくる
ための手がかりに
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【考 】伴 つて変
わ る二 つの数量
は何 か、またそ

れ らの変化 の様
子
―は表やグラフ

を用 いるととら
えやすいことに

気づかせる。
【表】具体 的な

事象の中にある
工つの数量の変
化 を表 を用 いて
と らえさせ 、 1

次関数 とみなせ
る ことに気づか
せる。

1 章のFFD題 丁章めまとめと復習

努力を要する生徒ヘ

のつまずきの手立て

考】コンピュータ

によるシミュレT
ションを用いて面

積の変化の様子

視覚的にとらえ
せ、場面分けが

要であることを意

識させる。
【表】それぞれの場
面に分けて立式が

必要であることを
確認し、三角形の

面積を求める公
に当てはめて立
できることに気づ

かせるさ

6 本 時の指導
( 目標及

Π卓子 学習目標 重点評価規準
判断基準

十分満足 で きる 概ね満足できる

1

図形の辺上を動
く点のつくる図形
の面積の変化につ
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【考】点 Pの 動
きによ る場面 に

応 じた グラフと
式の関係 につい
て、,1次 関数を
用いて考察する
ことができる。
【表】点 Pの 動

きによる面積の

変化の様子 をグ
ラフや式に表す
ことができ、そ
の関係 について
説明できる。
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(2)授 業の視点に迫るための指導
生徒が主体的に課題を追求していくためには、その手段や方法を明確にする必要がある。そ

のため、学習シー トを活用し、生従が見通しをもつて課題i豊及できるよう配慮するぅ課題迫求
の過程でつまずいている生徒には、学習シー トの記述や祝祭をiLして、つまずいている状況を
的確にとらえさせ、それまでの生徒の何決の過程を大切にしながら、支援していきたい。

段階 学習活動 ・予想される生徒の反応 支援と評価

導

　

入

８
分

〇重機体験のときに、核庭で三角形の面積を求めた |・自分の体験を想起させ、間栖把握ィ
いヽ

ことを想起する。
【問題】            ′

長方形ABCDで 、点Pは Aを 出発して、辺上を
B、 Cを 通つてDま で動きます。点 Pが Aか らx

c問動いたときの△APDの 面積をy cm2として、△
APDの 面積の変化の様子を調べなさい。

1 問 題把握
・2量はす可か。
・どういう問題か。

2 課 題把握
・xが 増加したとき、yの変化の様子はどうなる

か 。

①変化の様子を調べるために、表、式、グラフ
を利用すヤしばよいことに気づく。

△APDの 面積の変化の様子を式やグラフに表そ う。

・処理

図形の辺上を動く点がつくる図形の
面積の変化の様子を考祭し、 1次 関
数の表、式、グラフを用いて表現ギ

~

ることができる。 《学習シー トの記
述》

○努力を要する生徒への支援
〇それぞれの場面に応 じて、面積の変化の様子を 1,表 を用いて、△APDの 面積がどの

グラフや式に表す ように変化するかを考えさせる。
式からグラフヘ、グラフから式へと運動 して考 1・三角形の面積を再確認 し、立式でき
えさせる。

5 集 団解決
・数名の生徒に指名 し、答えを発表させるととも
に、どのように考えたのか簡単に説明させる。

○それぞれの場面において、式ゃグラフについて
確認する。

・xの 値にかかわらず yの 1直が一定となる関数が
あることに気づ力)せ、その式やグラフの特徴に
ついて簡単に取 り扱 うじ

ることに気づかせていく。

のイメージを共有させる。

・コンピュータシミュレーションを用
いて面積の変化の様子を視党的にと
らえさせる。

☆学習シー ト

・意欲 ・

課題をとらえ、図形の面積の変化の
様子を表、式、グラフに表そうとす
る。

3 見 通 し
・Pが どこの地点でもその変化の様子が同じにな
るだろうか。

〇点 Pが 辺AB上 、辺BC上 、辺CD上 のそれぞ
れの場面によって、変化の様子が違 うことに気
てづく。

4 自 力解決

えな

図形の面積の変化の様子を、 1次 関

数を用いて考祭することができる。
《学習シT卜 の記述、発言》

展

開

３７
分

終

　

末

　

　

５
分

6  まとめ
○、の変域によって、変化の割合が変わることを
理解する。             1

7 自 己評価
〇本時の学習を振り返り、理解できたことや復習
すべきことについて確認する。

・理解

図形の面積の変化の様子から、それ
が 1次関数であるかどうか理解して
いる。


